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◇あとがき◇
　雑誌『小児外科』の編集会議において，編集
委員長として司会をしていただいていた黒田達
夫先生がご病気のためにご逝去なさいました。
公私共にお世話になっていたわたくしにとっ
て，passed awayなさってしまったと感じていま
す。黒田先生はわたくしにとって，小児外科，
人生，人物，全てにおいて目標であり，お手本
でした。小児外科専門医の筆記試験で，わたく
しが受験した回は，最高得点が黒田先生であ
り，わたくしが最低点でした。日本小児外科学
会理事にわたくしが立候補した際には，黒田先
生が理事に立候補した時の文章をオマージュさ
せていただきました。
　杏林大学医学部長の平形明人先生と黒田先生
が大学の同級であり，3人で食事会をしていた
だいたのは，わたくしにとって宝物です。
　今回の特集は「漏斗胸の治療」です。企画立
案には，聖マリアンナ医科大学の古田繁行先生
に多大なるご協力をいただきました。漏斗胸の
治療は Nuss法によって大きく変わりました。
Nuss法から約 30年経過して，さまざまな問題
点が明らかになってきています。シミュレー
ション，安全な手術への工夫，疼痛対策，合併
症など，専門の方々に執筆いただきました。読
者の皆さまが，今回の特集をご参考にしていた
だき，漏斗胸の治療に寄与することが，黒田先
生への恩返しになると信じています。
 （浮山越史）
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